
◎主な内容◎主な内容
市議会議員選挙結果市議会議員選挙結果（関連2㌻）（関連2㌻）

小林陵侑選手がＷ杯総合優勝を決める小林陵侑選手がＷ杯総合優勝を決める（関連3㌻）（関連3㌻）

第２次市環境基本計画を策定第２次市環境基本計画を策定（関連４，５㌻）（関連４，５㌻）

一般会計予算一般会計予算（関連６，７㌻）（関連６，７㌻）

◎表紙◎表紙
熱戦が繰り広げられた中総体熱戦が繰り広げられた中総体（関連2、3㌻）（関連2、3㌻）

◎主な内容◎主な内容
消防演習・消防訓練大会消防演習・消防訓練大会（関連4、５㌻）（関連4、５㌻）

ハロウスクール安比校が開校へハロウスクール安比校が開校へ（関連６、７㌻）（関連６、７㌻）

コロナ関連の支援策を紹介コロナ関連の支援策を紹介（関連8㌻）（関連8㌻）

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

Aug. Aug. 20222022
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大
会
結
果

敬
称
略
・
●
内
の
数
字
は
順
位（
３
位
ま
で
掲
載
）

◎
岩
手
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
男
子　

❶
西
根　

▼
女
子　

❸
西
根
一　
❸
西
根

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
男
子　

❷
西
根

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▼
女
子　

❷
松
尾
　
❸
西
根

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

◇
団
体　

▼
男
子　

❸
西
根
一　

▼
女
子　

❶
西
根
一　
❸
安
代

◇
個
人　

▼
男
子　

❶
杉
本
天て

ん
ゆ
う裕・

小
山

田
直な

お
き城

ペ
ア（
安
代
）　
❸
佐
々
木
信し

ゅ
う憂

・

田
村
和か

ず
き樹

ペ
ア（
西
根
一
）　

▼
女
子　
❶
高
橋
采こ

と
ね希

・
伊
藤
優ゆ

い衣
ペ
ア

（
松
尾
）　
❷
髙
橋
朋と

も
か華

・
工

咲さ

ら来
ペ
ア

（
西
根
一
）　
❸
関
香か

り

な
里
奈・
畠
山
七な

な
る匠
ペ

ア（
安
代
）　
❸
北
口
裕ゆ

う
り梨・

立
花
優ゆ

う
な奈

ペ

ア（
安
代
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
女
子　

❸
松
尾

【
柔
道
】

◇
個
人　

▼
女
子　

▽
40
㌔
級　
❸
藤
原

唯い
ち
か栞（
西
根
一
）　
▽
44
㌔
級　
❶
渡
辺
は

菜（
西
根
一
）　
▽
52
㌔
級　
❸
松
浦
か
り

ん（
西
根
一
）

【
剣
道
】

◇
団
体　

▼
男
子　

❸
西
根　

▼
女
子　

❸
西
根

◇
個
人　
▼
女
子　
❷
澤
尻
眞ま

ゆ

か
由
佳（
西
根
）

◎
岩
手
県
中
学
校
総
合
大
会

【
相
撲
】

♢
団
体　

❶
西
根
一

♢
個
人
　
▼
１
年
生
決
勝
リ
ー
グ　
❷
工

藤
慧さ

と
し（

西
根
）　
▼
2
年
生
決
勝
リ
ー
グ　

❶
岩
崎
想そ

う
や矢（

西
根
一
）　

❷
武
田
昇し

ょ
う
ま馬

（
西
根
一
）　

▼
３
年
生
決
勝
リ
ー
グ　

❶
工
藤
琉り

ゅ
う
せ
い誠（

西
根
一
）　

❷
佐
々
木

勇ゆ
う
ご吾（

西
根
一
）　

▼
無
差
別
級
決
勝

リ
ー
グ
❶
工
藤
琉
誠　

❷
佐
々
木
勇
吾

❸
岩
崎
想
矢

　第70回岩手地区中学校総合体育大会は６
月18から20日まで、市総合運動公園体育館な
ど12会場で開かれ、11競技で熱戦が繰り広げ
られました。３年生にとっては、中学校での
部活動の集大成となる大会。 それぞれベスト
を尽くして競技に臨んだ選手たちの勇姿を紹
介します。（相撲競技は地区大会がないため県
中総体の結果を掲載します）

力の限り

安代安代

西根一西根一

松尾松尾

松尾・左松尾・左

松尾松尾

西根西根 西根・左西根・左

西根西根

西根・黒西根・黒

西根一・右西根一・右安代安代

西根西根

安代安代 安代安代松尾松尾西根一西根一

熱熱
中総体2022

 仲間とともに 戦戦

0203 No.326 ◎2022．8.4



■
県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
長
表
彰

■
県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

第
４
分
団
第
１
部　
部　
長　
田
村　
克
美

第
１
分
団
第
２
部　
班　
長　
森　
寛
樹

第
１
分
団
第
３
部　
班　
長　
山
口　
広
樹

第
１
分
団
第
３
部　
班　
長　
田
村　
靜
男

第
２
分
団
第
１
部　
班　
長　
平
野　
孝
弘

第
５
分
団
第
１
部　
班　
長　
中
嶋　
明

第
５
分
団
第
１
部　
班　
長　
佐
々
木
政
幸

第
５
分
団
第
２
部　
班　
長　
古
川　
康
幸

第
６
分
団
第
２
部　
班　
長　
山
口
健
太
郎

第
６
分
団
第
２
部　
班　
長　
山
口　
敬
司

第
７
分
団
第
１
部　
班　
長　
髙
橋　
英
幸

第
７
分
団
第
１
部　
班　
長　
髙
橋　
将
一

第
10
分
団
第
１
部　
班　
長　
工
藤　
良
介

第
１０
分
団
第
１
部　
班　
長　
斉
藤　
雅
広

第
１１
分
団
第
２
部　
班　
長　
山
本　
和
範

第
１１
分
団
第
２
部　
班　
長　
杉
本　
航

　
（
敬
称
略
、内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
）

■
市
長
感
謝
状

■
市
長
感
謝
状

◆
退
職
消
防
団
員（
10
年
以
上
勤
続
）

第
1
分
団
第
3
部　
分
団
長　
田
村　
仁
八

第
2
分
団
第
3
部　
分
団
長　
伊
藤　
久
男

第
８
分
団
第
１
部　
分
団
長　
田
代　
強

第
９
分
団
第
１
部　
分
団
長　
立
花　
貴
人

第
10
分
団
第
１
部　
分
団
長　
齋
藤　
伸
吾

第
10
分
団
第
２
部　
副
分
団
長　

池
本　
茂
美

本
部　
　
　
　
　
　
部　
長　
佐
々
木
宣
明

第
５
分
団
第
２
部　
副
部
長　
古
川　
賢
司

第
９
分
団
第
１
部　
副
部
長　
荒
川　
和
夫

第
５
分
団
第
２
部　
団　
員　
工
藤　
正
彦

第
６
分
団
第
２
部　
団　
員　
米
田　
貢

第
８
分
団
第
１
部　
団　
員　
久
世　
創
介

第
９
分
団
第
１
部　
団　
員　
関　
幸
平

第
10
分
団
第
１
部　
団　
員　
本
宮　
晃

第
11
分
団
第
２
部　
団　
員　
阿
部　
寿
也

消
防
団
員
が
防
災
の
心
意
気
を
示
す

消
防
団
員
が
防
災
の
心
意
気
を
示
す

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
市
消
防
演
習
は
６
月

26
日
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員

は
参
観
者
に
消
防
の
心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
孝
弘
統
監
は「
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
消
防
の
心

意
気
を
示
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
、
工
藤
民
一
消

防
団
長
は「
市
民
に
安
心
・
安
全
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
団
員
一
人
一
人
の
頑
張
り
に
期
待
す
る
」と

述
べ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
消
防
団
の
団
員
３
０
０
人
と
車
両
60

台
が
集
結
。
機
械
器
具
点
検
や
放
水
訓
練
の
ほ
か
、

県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
ひ
め
か
み
」に
よ
る
救
助
訓

練
な
ど
も
行
わ
れ
、
講
評
官
を
務
め
た
盛
岡
地
区
広

域
消
防
組
合
の
上
平
久
浩
消
防
長
か
ら「
極
め
て
優

秀
」と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

１３

１_全分団による一斉放水　２_総指揮者を務めた工藤団
長　３_団員の規律と統制が取れた威風堂々の分列行進　
４_演習を盛り上げたラッパ隊

消
防
表
彰
受
賞
者

■
市
長
表
彰

■
市
長
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
30
年
以
上
）

第
6
分
団
第
２
部　
分
団
長　
髙
橋　
悦
男

第
８
分
団
第
１
部　
分
団
長　
工
藤　
正

第
３
分
団
第
１
部　
副
分
団
長　
髙
橋　
進

第
６
分
団
第
１
部　
部　
長　
工
藤　
優

第
３
分
団
第
２
部　
副
部
長　
井
上　
泰
雄

第
４
分
団
第
１
部　
団　
員　
川
村　
一
也

第
５
分
団
第
１
部　
団　
員　
古
川　
勝
弥

第
11
分
団
第
１
部　
団　
員　
川
又　
秀
幸

女性団員も活躍
女
性
で
初
め
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
に
出

場
し
た
鈴
木
里
奈
さ
ん（
第
10
分
団
第
１
部
）

４

２

市
消
防
訓
練
大
会
を
開
催

市
消
防
訓
練
大
会
を
開
催

　

市
消
防
訓
練
大
会
は
６
月
12
日
、
松

尾
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
消
防
団

員
一
人
一
人
が
日
ご
ろ
の
訓
練
で
磨

き
上
げ
た
技
術
を
全
力
で
出
し
切
り

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
15
隊
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
11
隊
、
規
律
訓
練

の
部
に
10
隊
が
出
場
。
消
火
ま
で
の
動

き
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
、
隊
列
行
動

の
優
劣
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
競
技
結
果
や
各
番
員
の
優

れ
た
選
手
を
表
彰
す
る
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
し
た
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

■ポンプ車操法の部
１位　第11分団第１部
２位　第3分団第2部
３位　第5分団第2部

■小型ポンプ操法の部
１位　第10分団第１部
２位　第７分団第2部
３位　第11分団第１部

■規律訓練の部
１位　第11小隊
２位　第９小隊　　　
3位　第10小隊

■優秀選手賞
▷ポンプ車操法の部
指揮者　第4分団第１部　遠藤　輝雄
１番員　第５分団第２部　佐々木利也
２番員　第４分団第２部　遠藤　拓也
３番員　第10分団第1部　村上賢太朗
４番員　第4分団第3部　畠山　章弘

▷小型ポンプ操法の部
指揮者　第10分団第１部　宮野　政智
１番員　第11分団第1部　佐藤　俊介
２番員　第3分団第1部　工藤　俊太
３番員　第11分団第1部　安保　千博

5

５_統率のとれた団体行動をみせた第１１小隊　６_第10分団第１部
の小型ポンプ操法　７_第11分団第１部のポンプ車操法

67

市消防訓練大会の結果市消防訓練大会の結果
磨
き
上
げ
た
技
術
を
競
う

磨
き
上
げ
た
技
術
を
競
う

３
年
ぶ
り
に
市
消
防
演
習
を
挙
行

３
年
ぶ
り
に
市
消
防
演
習
を
挙
行
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ハロウインターナショナルスクール
　　　　　　　　　　安比ジャパン

マイケル・ファーリー校長

　ハロウインターナショナルスクールは、
450年の歴史をもち、母校である英国ハロウ
スクールの伝統と文化を大切にしています。
　ハロウ安比校は、英国のハロウスクール
同様、全寮制の学校として、母校のDNAを
より強く引き継ぐべく、素晴らしい教育と
唯一無二の経験を子どもたちに提供する学
校となることでしょう。
　卓越した教育(Academic Excellence)を
通して、生徒一人一人最大限の能力を引き
出すことで最高の結果を導き出すだけでな
く、常に進歩的・革新的な教育機関であり
続けることで、変化し続ける時代の中でも、
学び続ける姿勢を持ち、自らの人生を切り
開き、自分の活躍するフィールドでリー
ダーシップを発揮できる人材の育成に注力
します。
　また、ハロウの教育の特徴として、4つの
ハロウの価値観（勇気・名誉・友情・謙虚）を
ベースにした教育を大切にしているという
事が挙げられます。
　リーダーとして責任あるポジションに立
ち社会に貢献する人物として、また自分の
人生を導くリーダーとして、この価値観が
コンパスとなり素晴らしい人生へと導いて
くれることを信じ、教育の柱としています。

東
北
自
動
車
道

↓至松尾八幡平 IC

丸大食堂
●

●
ローソン

●

●

●

●

●

↑至安代方面

Ｊ
Ｒ
花
輪
線

安比高原駅

安比高原
ゴルフクラブ

ガソリン

白樺の湯

安比高原
スキー場

安比高原牧場
↑至安代 IC

スタンド

国
道
２
８
２
号
線

■ 
学
校
と
の
連
携

　

岩
手
県
で
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
、本
市
に
開
校
す
る
こ
と

で
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
や
地
域

と
の
連
携
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ロ
ウ
安
比
校
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
入
学
す
る
学
校
で
す
。

多
様
な
価
値
観
や
文
化
的
な
背
景
、歴
史
を

持
つ
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

相
互
理
解
と
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
今
後
、

ハ
ロ
ウ
安
比
校
と
教
育・
文
化・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、相
互
に

連
携
し
な
が
ら
、教
育
の
質
の
向
上
や
地
域

振
興
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
制
服
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
生
徒
が
着
用
す
る
制
服
や
紹
介

パ
ネ
ル
を
、
市
役
所
結
の
ひ
ろ
ば
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

■ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
開
校

　
本
市
に
開
校
予
定
で
県
内
初
と
な
る
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル「
ハ
ロ
ウ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ

パ
ン
」（
ハ
ロ
ウ
安
比
校
）は
、
英
国
名
門
私

立
学
校「
ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
」の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
す
。

　
令
和
２
年
６
月
に
起
工
式
を
行
い
、
現

在
は
物
品
の
搬
入
な
ど
８
月
29
日
の
開
校

に
向
け
た
最
終
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
と
し
て
は
ア
ジ
ア
10
校
目
の
開
校
で
、全

寮
制
は
母
校
英
国
の
ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
以

外
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

1／全校集会などを行う650人収
容可能な講堂　2／先端技術と
素材を駆使し、モノづくりを行う
イノベーションセンター　3／
９レーンが整備された室内プー
ル　4／ゴールデンウィークに
前森山で行った体験学習の様子
5／１万冊程度収容可能な図
書館

　HARROW  INTERNATIONAL  SCHOOL  APPI  JAPAN

■ 

ハ
ロ
ウ
安
比
校
の
特
徴

　
ハ
ロ
ウ
安
比
校
は
、英
国
の
教
育
方
式
を

取
り
入
れ
た
学
校
で
、7
年
生
か
ら
13
年
生

（
日
本
で
い
う
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
）の
7
学
年
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寮
で
は
年
少
か
ら
年
長
の
生
徒
が
一
つ

の
家
族
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
で
、
他
人

へ
の
思
い
や
り
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身

に
付
け
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
人
材

の
輩
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
比
高
原
が
有
す
る
自
然
資
源

を
教
材
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と

の
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
特
色
や
課
題
を

理
解
す
る
こ
と
も
大
切
な
学
び
の
一
つ
に

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

5

１

23

4

８月下旬まで﻿展示しています

　ハロウインターナショナルスクール安比
ジャパン（ハロウ安比校）は、８月29日に開校
の予定です。
　本号では学校の特徴や施設の一部につい
て紹介します。

 ハロウ安比校
開校へ
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市役所からのHOT LINE

❶中小企業経営対策支援事業給付金
　燃料・電気・物価高騰の影響を受けている、市
内で事業を営む中小企業者に対して支援します。
■給付対象　次の全ての要件に該当する者①市
内で事業を営む中小企業者※「農林水産業」、「運
輸業のうち、「八幡平市公共交通等運行事業補助
金の対象事業者」、「郵便業」、「金融業」、「サービ
ス業のうち政治・経済・文化団体・宗教団体」
は対象外。②令和３年７月１日以前から継続し
て同じ事業を営む者
■給付内容　１事業者当たり一律10万円
問商工観光課商工労政係（☎・内線１311、 １317）

❷八幡平市公共交通等運行事業補助金
　燃料の価格高騰の影響を緩和するため、公共交
通事業者などが今後も事業を継続し、安全かつ安
定した運行の維持が図られるよう助成します。
■補助内容　
○バス事業者
１事業所当たり30万円＋バス１台当たり４万円
○タクシー事業者、運転代行事業者
１事業所当たり10万円＋車両１台当たり5千円
問まちづくり推進課地域振興係（☎・内線1451、
1453）

❸肥料高騰対策支援給付金
　肥料の価格高騰の影響を緩和するため、農産物
を販売目的で生産している経営体に対し、 肥料
（堆肥を除く）の購入経費の一部を助成します。
■給付内容　肥料の購入経費（１万円以上）の１割
　（限度額）　個人50万円　認定農業者100万円
　営農組合150万円　農業法人200万円
■対象期間　令和４年１月１日から９月30日ま
でに購入した肥料
※申請方法などは９月以降にお知らせします。
問農林課農政推進係（☎・内線1340、1341）

❶訪日外国人観光客受入支援事業補助金
　コロナ禍により、激減したインバウンドの誘客
喚起や誘客受入体制の整備を支援するため、訪日
外国人観光客を受け入れた市内宿泊事業者に対し
て助成します。※事業は（一社）市観光協会に委託
して行います。
■補助内容　宿泊１泊につき 1,000円
■対象期間　令和４年８月１日から令和５年１月
31日まで
■交付先　（一社）市観光協会
問商工観光課観光振興係（☎・内線1313、1314）

❷八幡平温泉郷給湯事業支援事業費補助金
　八幡平温泉郷の温泉宿泊事業者などの経営の安
定を支援するため、温泉宿泊事業者などが負担す
る温泉使用料を助成をします。
■補助対象　事業者が負担する温泉使用料の基本
料金
■対象期間　令和４年７月分から12月分まで
※１月分から６月分までの温泉使用料について支
援を実施中であり、７月分からの６カ月間につい
ても継続して助成するものです。
■交付先　㈱八幡平温泉開発
問商工観光課商工労政係（☎・内線 1311、1317）

　市は新型コロナウイルス感染症に係る経済対策として、原油価格・物価高騰の
影響を受けている市内の中小企業者や農業者などの安定経営を支援するため、新
たな事業を行います。
　本号では市議会第３回臨時会（６月30日）で議決された支援策を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市役所代表 ☎ 74-２１１１

コロナ関連各種支援策

❹飼料高騰対策支援給付金
　飼料の価格高騰の影響を緩和するため、畜産物
を販売目的で生産している経営体に対し、配合飼
料の購入経費の一部を助成します。
■対象種畜　牛・豚・鶏
■助成内容　配合飼料１ｔ当たり600円
　（限度額）100万円
■購入対象期間　令和４年４月１日から９月30日
までに購入した飼料
※申請方法などは９月以降にお知らせします。
問農林課畜産係（☎・内線１335、 １336）

１．原油価格・物価高騰対策

２．経済対策

　

市
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
・
向
上
を
図
り
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、各
種
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
士
を
派
遣

地
震
に
備
え
住
ま
い
の

住
宅
耐
震
助
成
を
実
施

■
対
象
住
宅　
次
の
❶
～
❸
の
要

件
を
全
て
満
た
す
住
宅

❶
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
戸
建
て
住
宅

❷
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
平

屋
建
て
ま
た
は
木
造
２
階
建
て

❸
過
去
に
同
じ
耐
震
診
断
を
受
け

て
い
な
い

■
対
象
者　
対
象
住
宅
の
所
有
者

■
診
断
費
用　
無
料

■
募
集
戸
数　
10
戸

◎
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
補
助

■
対
象
住
宅　
前
記
❶
、
❷
の
要

件
を
満
た
す
住
宅

■
対
象
者　
法
人
を
除
く
、
対
象

住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
者

■
対
象
工
事　
耐
震
診
断
の
結

果
、
判
定
値
が
１・０
未
満（
倒
壊

す
る
可
能
性
あ
り
）と
診
断
さ
れ

た
対
象
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

■
助
成
額　
耐
震
改
修
工
事
費
の

5
分
の
４
以
内（
上
限
1
０
０
万

円
。
※
多
雪
区
域
は
上
限

１
2
０
万
円
）

■
募
集
戸
数　
１
戸

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築

係（
☎
・
内
線
１
３
０
７
）

　
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
長
期
化
し
、
物
価
高
騰
に

直
面
す
る
子
育
て
世
帯
の
支
援
の

た
め
、
次
の
給
付
金
・
支
援
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

◎
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金

■
対
象
者

【
ひ
と
り
親
世
帯
分
】

❶
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
て
い
る
人

❷
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
４
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
人
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と

同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
】

❶
４
月
分
の
児
童
手
当（
公
務
員
、

特
例
給
付
を
除
く
）ま
た
は
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
、
本

年
度
の
住
民
税（
均
等
割
）が
非
課

税
の
人

❷
前
記
❶
の
対
象
者
の
ほ
か
、
児

童
を
養
育
す
る
人
で
、
本
年
度
の

住
民
税（
均
等
割
）が
非
課
税
の
人

ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、
住
民
税（
均
等
割
）が
非
課

税
相
当
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
人

■
対
象
児
童　
平
成
16
年
４
月
２

日（
障
が
い
児
は
14
年
４
月
２
日
）

以
降
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に

出
生
し
た
児
童

■
支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円

■
申
請
方
法

▼
ひ
と
り
親
世
帯
分
・
ひ
と
り
親

世
帯
以
外
分
の
い
ず
れ
も
、
対
象

者
❶
に
該
当
す
る
人
に
は
支
給
済

み
で
す（
本
年
度
に
該
当
に
な
る

児
童
の
分
は
申
請
は
不
要
で
、
順

次
支
給
し
ま
す
）。

▼
対
象
者
❷
に
該
当
す
る
人
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
２
月
28
日
㈫
必
着

■
対
象
者　

４
年
４
月
30
日
時

点
で
、
５
月
分
の
児
童
手
当（
特

例
給
付
を
除
く
）の
受
給
者
で
あ

る
こ
と

■
対
象
児
童　
平
成
19
年
４
月
２

日
以
降
令
和
４
年
４
月
30
日
ま
で

◎
い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

支
援
金

に
出
生
し
た
児
童

■
支
給
額　

児
童
１
人
当
た
り

３
万
円（
県
の
制
度
に
よ
る
支
給
に

市
が
１
万
５
千
円
を
上
乗
せ
支
給
）

■
申
請
方
法　

▼
対
象
者
の
う
ち
、
公
務
員
以
外

の
対
象
者
に
は
支
給
済
み
で
す
。

▼
公
務
員
ま
た
は
４
月
30
日
以
降

に
離
婚
し
た
な
ど
に
よ
っ
て
、
対

象
児
童
を
養
育
し
て
い
る
も
の

の
、
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

申
請
書
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
地
域
福
祉

課
か
ら
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
12
月
28
日
㈬
必
着

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線

１
１
０
６
）

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
な
ど
開
催
し
ま
す

　
令
和
５
年
10
月
１
日
㈰
か
ら
、消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と

し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求

書
）を
発
行
で
き
る
の
は
、「
適
格
請

求
書
発
行
事
業
者
」に
限
ら
れ
、
こ

の「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」に

な
る
た
め
に
は
、登
録
申
請
書
を
提

出
し
、登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
は
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
と
登
録
申
請
相
談
会
を
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。

■
開
催
日
時　

８
月
22
日
㈪
、
９
月
27
日
㈫
、
10

月
20
日
㈭
、
11
月
22
日
㈫
、
12
月

22
日
㈭
の
全
５
回
。
い
ず
れ
も
同

じ
内
容
で
、
午
後
１
時
半
か
ら
２

時
半
ま
で

■
会
場　

市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
対
象
者　
個
人
、法
人
の
事
業
者

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課

（
☎
・
内
線
１
１
３
５
）、盛
岡
税
務

署
記
帳
指
導
推
進
官　
石
川（
☎
・

０
１
９・６
２
２・６
１
４
１
）

子
育
て
世
帯
支
援
の
た
め

給
付
金
・
支
援
金
を
支
給

09 08No.326 ◎2022．8.4



市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

◎
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
被
保
険
者
証
を
７
月
下
旬
に
送

り
ま
し
た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い

場
合
は
市
民
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
か
ら
の
自
己
負
担

割
合
の
見
直
し
に
伴
い
、
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
㈮

と
な
り
ま
す
。

◎
減
額
・
限
度
額
認
定
証
も
更
新

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日
の
減
額

認
定
証（
※
１
）ま
た
は
限
度
額
認

定
証（
※
２
）を
持
っ
て
い
た
人

で
、
世
帯
全
員
の
所
得
状
況
が
確

認
で
き
、
８
月
以
降
も
交
付
対
象

と
な
る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
新

し
い
認
定
証
を
送
り
ま
し
た
。
入

院
や
高
額
な
外
来
に
か
か
る
時
に

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
の
窓

口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
減
額
認
定
証

ま
た
は
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
市
民
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
証
を
今
月
に
更
新

所得区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

現役並みⅢ 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
現役並みⅡ 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
現役並みⅠ  80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

一般Ⅱ
18,000円または(6,000円
+（医療費 -30,000円)×

10%)の低いほう
57,600円

一般Ⅰ 18,000円 57,600円
低所得者Ⅱ  8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ  8,000円 15,000円

◎
保
険
料
額
は
７
月
中
旬
に
通
知

　

保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に

決
ま
り
、
個
人
で
納
め
る
も
の
で

す
。
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中

旬
に
送
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
の
詳
し
い
算
定
内
容

は
、
届
い
た
決
定
通
知
書
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
国
保

年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
３
）

（
※
１
）減
額
認
定
証（
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
が
交
付
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

（
※
２
）限
度
額
認
定
証（
限
度
額
適

用
認
定
証
）　
自
己
負
担
割
合
が
３

割
で
、同
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所

得
が
い
ず
れ
も
、６
９
０
万
円
未
満

の
場
合
に
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
郵
送
な
ど
で
投
書

す
る「
わ
た
し
の
提
言
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、

市
長
が
直
接
目
を
通
し
、希
望
に

応
じ
て
回
答
し
て
い
ま
す
。

■
提
言
方
法　
提
言
用
紙
と
専
用

の
郵
送
用
封
筒
に
よ
り
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。本
庁
舎
に
は
、投
函
で

き
る
提
言
箱
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

提
言
用
紙
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
提
言
用
紙
と
郵
送
用
封
筒
の
設

置
場
所

▼
西
根・
安
代
の
各
総
合
支
所

▼
田
山
支
所

▼
大
更
・
田
頭
・
平
舘
・
寺
田
・

松
尾
・
細
野
・
畑
・
荒
屋
・
五
日

市
・
浅
沢
・
舘
市
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
八
幡
平
市
立
病
院

▼
安
代
・
田
山
の
各
診
療
所

▼
松
尾
鉱
山
資
料
館

▼
松
尾
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

▼
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村

▼
道
の
駅
に
し
ね

▼
自
然
休
養
村
な
か
や
ま
荘

▼
綿
帽
子
温
泉
館
あ
ず
み
の
湯

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

０
２
）

自
己
負
担
限
度
額
表（
月
額 )

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合
▶かかりつけ医がいる場合は、かか
りつけ医に電話相談する。
▶かかりつけ医がいない場合や夜
間・休日で相談先に困る場合は、受
診・相談センターに電話相談する。
■発熱など症状がない場合
▶全般的な相談は、一般相談窓口に
電話相談する。
■相談先
▶受診・相談センター（☎ 019-
651-3175）
▶ 一 般 相 談 窓 口（☎ 019-629-
6085）

広
報
は
ち
ま
ん
た
い
７
月
7
日
号（
№
３
２
５
）の
22
㌻「
活
動
通
じ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
学
ぶ
」の
記
事
で
、「
生
徒
会
長
の
遠
藤
梨り

お
ん音

さ
ん
」と
記
載
し
ま
し
た

が
、
正
し
く
は「
生
徒
会
執
行
委
員
の
遠
藤
梨り

お
ん音
さ
ん
」で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

　
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
実

行
委
員
会
は
８
月
28
日
㈰
、岩
手
県

側
八
幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
を

主
会
場
に「
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
」を
開
き
ま
す
。

　
開
催
に
伴
い
、本
県
側
八
幡
平
ア

ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
は
、交
通
規
制
に

よ
り
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
開
催
中

は
、八
幡
平
樹
海
ラ
イ
ン
を
迂う

か
い回
路

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
日
時　
８
月
28
日
㈰
午
前

７
時
か
ら
11
時
半
ま
で

■
規
制
区
間　
松
尾
八
幡
平
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
丁
字
路
か
ら

八
幡
平
山
頂
手
前
岩
手
県
側
路
側

帯
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎
・
内

線
１
１
４
６
）

　
市
は
、
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
い
地
域
の
皆
さ
ん
の
移
動
手

段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
区
間
・
距
離

に
関
係
な
く
１
人
１
乗
車
１
０
０

円（
浄
法
寺
路
線
に
お
い
て
市
域

を
超
え
る
場
合
は
２
０
０
円
）で
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
西
根
・
松
尾
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
、
東

北
防
衛
局
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
３
）

市
内
の
移
動
に
は
便
利
な

コ
ミ
バ
ス
を
利
用
し
よ
う

　
毎
年
、
市
内
の
山
沿
い
の
農
地

な
ど
で
、
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
近
年

は
人
里
で
の
目
撃
例
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

ま
ず
は
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
作
業
や
入
山
の
際
の
注
意
点

❶
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る

物
で
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

雨
の
日
や
川
の
近
く
で
は
、
人

間
の
臭
い
や
物
音
が
伝
わ
り
に

く
い
た
め
、
特
に
大
き
な
音
を

出
す
。

❷
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
早
朝
や

夕
方
は
、
特
に
注
意
す
る
。

❸
撃
退
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
持
ち

歩
く
。

▼
ク
マ
が
出
没
し
に
く
い
環
境

❶
ク
マ
を
誘
引
す
る
生
ご
み
、
果

樹
や
野
菜
な
ど
を
適
切
に
処
理
す

る
。
ま
た
、
草
刈
り
機
な
ど
で
使

う
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
物
質
も

ク
マ
を
誘
引
す
る
の
で
、
保
管
場

所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❷
農
地
や
住
宅
周
辺
の
茂
み
や
低

木
の
刈
り
払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
生
動
物
は
体
が
丸
見
え
に
な
る

こ
と
を
嫌
い
ま
す
。
身
を
隠
せ
る

場
所
を
な
く
す
こ
と
で
、
出
没
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

◎
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　

市
は
鳥
獣
害
防
止
を
目
的
と

し
た
電
気
柵
の
設
置
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
設
置
前
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
導
入
を
予

定
し
て
い
る
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額　
電
気
柵
設
置
費
用
の

２
分
の
１（
上
限
額
６
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業

係（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
で

料
金
納
付
が
で
き
ま
す

　
市
税
や
各
種
料
金
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
Ｐ
aｙ
Ｐ
aｙ
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 
Ｐ
ａ
ｙ
を
使
っ
て
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象　
固
定
資
産
税
、
市
県
民

税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、軽
自
動
車
税
、児

童
福
祉
費
負
担
金
、
住
宅
使
用
料
、

上
下
水
道
使
用
料
、
学
校
給
食
費

■
注
意
事
項　
次
の
納
付
書
は
取

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

❶
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

❷
バ
ー
コ
ー
ド
情
報
が
印
字
さ
れ

て
い
な
い

❸
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る

❹
破
損
な
ど
で
バ
ー
コ
ー
ド
情
報

が
読
み
取
れ
な
い

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課

行
政
経
営
係
（
☎
・
内
線

１
２
０
７
）ま
た
は
各
種
料
金
取

り
扱
い
担
当
課
ま
で

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
当
日
の
交
通
規
制

ク
マ
の
出
没
に
注
意

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の

提
言
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科、整形外科を除く）は、内科で初診を受け、
医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
８月15日〜９月18日

市税納期（納期限９月30日）　固定資産税（第３期）、国民健康保険税（第３期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 大里医院（☎22-1251）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）

小坂町診療所（☎29-5500）
鹿角中央病院（☎23-4131）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

８月19日㈮
10：0０～15：００

要相談 市民課
（☎・内線1066 ）９月16日㈮

10：0０～15：００

年金相談（要予約） ９月7日㈬
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1064 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
大更調剤薬局（☎70-1320） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 日本調剤薬局（☎30-1193）
すみれ薬局（☎78-8075） 花輪調剤薬局（☎30-0066）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）大里医院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■焼走り国際交流村＝天体観
望会　20：30～22：00（悪天候時は
中止）

■市役所閉庁日
■文化スポーツ課＝八幡平ヒル
クライム　7：00～12：00（岩手県
側八幡平アスピーテライン）
■大更コミセン＝第39回大更地
区大運動会　8：00～12：00（市
総合運動公園）

▶当番医（市内）八幡平市立病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番薬局
（市内）大更調剤薬局・（鹿角）日本
調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■体育協会＝第17回市民バドミ
ントン大会　8：30～（松尾コミ
セン）▶ヨガ教室　10：00～11：30

（市総合運動公園）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝胃がん検診【受
付】　6：30～8：30（松尾コミセン）

▶当番医（市内）八幡平市立病院・
（鹿角）小坂町診療所▶当番薬局
（市内）リリィ薬局西根店・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝もうすぐパパマ
マ教室【受付】　9：00～9：30（松
尾コミセン）
■体育協会＝ヨガ教室　10：00～
11：30（市総合運動公園）
■図書館＝▶おはなしのじかん　
11：00～11：30、14：30～15：00▶
Tom＆Tam S to ry  T ime　
15：00～15：30

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝胃がん検診【受
付】　6：30～8：30（田頭コミセン）
■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00~12：00（市民課）

▶当番医（市内）東八幡平病院・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日
■体育協会＝ヨガ教室　10：00～
11：30（市総合運動公園）

■市役所閉庁日
■体育協会＝第１回盛岡広域
ゲートボール大会　8：30～（ア
リーナまつお）
■健康福祉課＝献血【受付】　9：
30～12：00、13：30～16：00（いわて
生協ベルフ八幡平）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当番
薬局（市内）すみれ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

20	 21	

28	

3	 4	

10	 11	

17	 18

27	

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。
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市税納期（納期限８月31日）　市県民税（第２期）、国民健康保険税（第２期）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■文化スポーツ課＝令和４年度
二十歳のつどい　10：00～12：
00（市総合運動公園体育館）
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（大更コミセン）
■商工観光課＝八幡平ふるさと花
火まつり　15：30～20：00（松尾総
合運動公園）※打ち上げは19：30～
■焼走り国際交流村＝天体観望
会　20：00～21：00（悪天候時は中
止）

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）

■ 図 書 館 ＝ 本 の ク リ ニ ッ ク　
10：00～15：00
■寺田コミセン＝茶道教室寺子
屋　15：30～16：45

■健康福祉課＝▶親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目的
ホール棟）■安代総合支所＝定
例行政相談　9：30～12：00（安代
総合支所）
■田頭コミセン＝のびのび健康
体操教室　10：00～11：00

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■ 健 康 福 祉 課 ＝ 献 血【 受 付 】　
9：30～12：00（安代総合支所）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）

■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所） ■健康福祉課＝健診結果説明会　

10：00～12：00（荒屋コミセン）
■図書館＝真夏の夜の朗読会　
18：30～20：00（西根地区市民セ
ンター）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談・離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■図書館休館日（図書整理日）
■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～ 19：00（市民課）

■大更コミセン＝大更地区自
主防災会防災研修会　18：00～
19：30

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝胃がん検診【受
付】　6：30～8：30（松尾コミセン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝胃がん検診【受
付】　6：30～ 8：30（寺田コミセ
ン）▶乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■体育協会＝シニア健康体操教
室　10：00～11：00（安代地区体
育館）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
12：50～14：50（松尾地区内）
■健康福祉課＝３歳児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多目
的ホール棟）
■体育協会＝ヨガ教室　14：00～
15：00（荒屋コミセン）▶シニア
健康体操教室　10：00～11：00

（アリーナまつお）

■広報はちまんたい発行日
■体育協会＝シニア健康体操教
室　10：00～11：00（市総合運動
公園）
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～14：40（松尾地区内）
■寺田コミセン＝茶道教室寺子
屋　15：30～16：45

■大更コミセン＝大更ふれあい大
学第４講座　8：30～12：00（松尾総
合運動公園）
■寺田コミセン＝七時雨大学修
学旅行　8：30～17：00（秋田県
横手市）
■田頭コミセン＝のびのび健康
体操教室　10：00～11：00

■議会事務局＝市議会９月定例
会・議案上程、議案審議ほか（予
定）

■議会事務局＝市議会9月定例
会・一般質問（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■健康福祉課＝胃がん検診【受
付】　6：30～8：30（大更コミセン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝胃がん検診【受
付】　6：30～8：30（大更コミセン）
▶１歳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■松 尾 コ ミ セ ン＝輝楽大学「グ
ラウンド・ゴルフ」　8：30～12：00

（松尾総合運動公園）
■田頭コミセン＝寺子屋「パステ
ルアート教室」　10：00～12：00
■ 荒 屋 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～15：00（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■大更コミセン＝市民講座「地熱
発電再生可能エネルギーを学ぶ」　
9：00～15：00（松川地熱発電所ほか）
■ 荒 屋 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
12：00～14：30（田山地区）
■健康福祉課＝▶１歳６カ月児
健 診【 受 付 】　13：00～13：30（ 市
役所多目的ホール棟）▶２歳６
カ月児歯科健診【受付】　14：00～
14：15（市役所多目的ホール棟）
■体育協会＝ヨガ教室　14：00～
15：00（荒屋コミセン）

■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）
■田頭コミセン＝異国料理教室　
10：00～12：00

■健康福祉課＝献血【受付】　9：
30～11：30、13：00～16：00（市役所
多目的ホール棟）
■大更コミセン＝大更婦人学級
第３回講座　10：00～12：00

■議会事務局＝市議会9月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会9月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会9月定例
会・議案審議、決算特別委員会

（予定）

■議会事務局＝市議会9月定例
会、決算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会9月定例
会、決算特別委員会（予定）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（6月届け出分）

■人口の動き【6月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,729（－25） 6,333（－4）
松 尾 5,419（＋4） 2,473（＋12）
安 代 3，938（－2） 1,757（＋1）
合 計 24,086（－23） 10,563（＋9）
男 性 11,601（－2）
女 性 12,485（－21）

出生 6 死亡 42
転入 45 転出 32

項 目 6月 １月からの累計

人身事故 1（2） 9（5）
物損事故 31（27） 219（202）
負 傷 者 2（2） 17（5）
死 者 0（0） 1（0）
飲酒運転 0（0） 0（1）
火 災 1（0） 9（4）
救 急 100（83） 563（603）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

１年で林業の知識や 
技術が習得できます

　県では、林業への就職を志望す
る人を対象に、林業の知識や技術
を体系的に習得できるいわて林
業アカデミーの5年度研修生を
募集します。

ひきこもりの状態に 
独りで悩まず相談を

　県央保健所では、ひきこもり状
態になっている人の家族を対象
に、家族教室を開いています。
■開催日　９月12日㈪、11月14日
㈪、※いずれも午後1時15分から
２時45分まで　
■対象　県央保健所管内、盛岡市
に在住する15歳以上の社会的ひ
きこもり者を抱える家族で次の
❶、❷のいずれかに該当する人
❶令和３年度の対象者
❷初めて参加する人
■場所　盛岡市勤労福祉会館３階
研修室
■予約・問い合わせ先　県央保健
所保健課（☎019-629-6573）

Ｕターン・移住のススメ 
「移住相談ブース」を設置

　県では、お盆などに県外から帰
省する人を対象にＵターンや移
住に関する相談ができる移住相
談ブースを設置します。家族や友
人とＵターンや移住を考えてみ
ませんか。
■開催日　8月10日㈬から16日㈫
まで　
■場所　ＪＲ盛岡駅、ＪＲ一ノ関駅
※詳しくはいわておかえりプロ
ジェクトで検索してください。

国の平和と安全を守る 
自衛官候補生など募集

　自衛隊では、自衛官候補生など
を募集しています。
■種目　❶自衛官候補生・一般曹
候補生❷航空学生
■試験日　❶９月16日㈮から18日
㈰まで❷９月19日㈪
■申し込み資格　❶入隊予定月
の１日現在で18歳以上33歳未満
の人（学歴・資格は不問）❷入隊
予定月の１日現在で18歳以上21
歳未満の人で高校卒業または高
専３年次修了した人（見込みを

含む）
■申込期限　❶９月5日㈪❷９
月8日㈭
■入隊予定　5年3月下旬から４
月下旬
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

■応募資格　昭和58年４月２日
以降に生まれた人で、高校卒業者

（見込みも含む）
■応募期間　▶推薦選考（高校新卒
者対象）　８月31日㈬まで▶一般選
考（新卒、既卒者対象）　10月3日㈪
から11月18日㈮まで
■研修期間　１年間
■給付金制度　有り（支給要件有り）
■問い合わせ先　県林業技術セン
ター研修部（☎019-697-1536）

盛岡広域の人命を守る 
消防士の採用試験実施

　盛岡地区広域消防組合では、消
防職の採用試験を行います。
■第 １ 次試験日　９月18日㈰
■受験資格　高校卒業以上の学歴
がある人（5年３月卒業見込みを
含む）▶高校卒業　平成11年４月
２日から17年４月１日までの間に
生まれた人▶大学・短大卒業　9
年４月２日以降に生まれた人
■申込期限　８月18日㈭
■問い合わせ先　同組合事務局

（☎019-626-7405）

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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平高生活を送る生徒を紹介 !

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

29
平高ＨＰは
こちら﻿から

◆復興教育に取り組んでいます
　本校は、県教育委員会から４年度「学校安全総合支
援事業」（いわての復興教育スクール＜内陸＞）の指
定を受け、復興教育を推進中です。
　取り組みの一つとして、３学年生徒 51人は６月15
日、東日本大震災の被災地である陸前高田市を訪問。
陸前高田商工会会長の伊東孝氏、副会長の磐井正篤

氏から震災当時や復
興の様子について説
明を受けながら市内
を見学しました。そ
の後、高田高を訪問。
伊藤正則副校長から
避難行動などを聞

き、午後には、東日本大震災津波伝承館（いわて
TSUNAMIメモリアル）を見学しました。
　生徒は現地を訪れたことで、災害を自分の事とし
て自らの避難行動を考える貴重な機会となりました。
　今後は、田頭小の中軽米利夫校長、市防災安全課
防災対策専門員の瀬川正雄氏を講師に、地元で起こ
りうる災害に備えた防災授業を行う予定です。

理解と支援の下で１学期も終わりに

説明に真剣に耳を傾ける生徒たち 夏服を爽やかに着こなす１年生

援として補助金を支給
しました。この補助金
は、本校の教育振興のた
め市から助成を受けて
支給したもので、本年度
が初めてとなります。

◆市から助成を受け、制服購入費の一部を支援
　平舘高等学校教育振興会は、入学時に制服を購入
し申請を行った保護者を対象に、購入費用の一部支
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校
で
特
に
相
撲
部

に
力
を
入
れ
て
い
る
平
高
に
入
学

を
決
め
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
部
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

大
会
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
数
少
な
い
大
会

を
大
事
に
し
よ
う
と
決
め
ま
し

た
。
大
会
直
前
の
練
習
は
特
に
大

変
で
し
た
が
、
勝
利
を
目
指
し
て

ハ
ー
ド
な
練
習
に
も
へ
こ
た
れ
ず

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

★
平
高
の
魅
力
は
？

　

生
徒
数
が
少
な
い
分
、
先
生
が

ち
ょ
う
ど
い
い
ペ
ー
ス
で
分
か
り

や
す
く
授
業
を
し
て
く
れ
る
こ
と
、

一
人
一
人
の
進
路
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

★
将
来
の
夢
は
？

　
警
察
官
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

理
由
は
、
単
純
に
警
察
官
の
仕
事

が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
こ
と

と
、
仕
事
を
す
る
な
ら
人
や
地
域

を
守
る
仕
事
が
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
普
段
の
授
業
は

し
っ
か
り
受
け
、
勉
強
も
頑
張
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　相撲部　部長

伊藤 憂
ゆ う

さん
（普通科3年：西根第一中出身）

第73回東北高等学校相撲選手権大会（秋田県美郷町）
個人体重別80kg 級　突き落としで勝利した伊藤さん

◆
理
解
者
を
増
や
す
取
り
組
み

　

市
で
は
認
知
症
の
理
解
を
深
め

る
啓
発
活
動
な
ど
に
協
力
し
て
も

ら
え
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認

定
さ
れ
た
人
、
こ
れ
か
ら
受
講
し
て

み
た
い
人
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
び

た
い
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
、
認
知
症
の
本
人
や
家
族

の
支
え
に
な
る
と
と
も
に
、
自
ら
も

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
活
動
は
認
知
症
カ
フ
ェ
の
手
伝
い

や
認
知
症
啓
発
グ
ッ
ズ
の
製
作
・
配

布
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
交
換
な

ど
、
月
に
1
回
程
度
で
す
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

病
気
で
す
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
で
、
大
切
な
誰
か
を
支
え

た
り
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
時

に
ど
う
し
た
い
か
、
ど
う
さ
れ
た
い

か
を
考
え
る
準
備
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
に

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
に認知症サポーター養成講座の様子

介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1088

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

受
講
者
を
募
集

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は「
認
知
症
」

を
正
し
く
理
解
し
た
応
援
者
で
あ

り
、
地
域
で
認
知
症
の
人
を
温
か
い

目
で
見
守
り
、
可
能
な
範
囲
で
手
助

け
を
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
の
人
へ
の
望
ま
し
い
対

応
な
ど
を
学
ぶ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
い
て
お
り
、
受
講
者

は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ

ま
す
。
職
場
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、

各
種
団
体
か
ら
の
申
し
込
み
を
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

送付⇒❸利用券が届いたら受託事業者に電話で利
用申し込み（利用日の１週間前まで）⇒❹利用開始
◆受託事業者
　㈱ＪＡライフサポート（ホームヘルプステー
ション西根　☎70-2181）
表　ヘルパーの利用対象者、利用期間・時間

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102

◆支援内容　
　家事援助（日常的な炊事、洗濯、掃除、買い物）
や育児補助、病院への付き添いなどを行います。
子育てを支援するための事業ですので、親が子の
そばにいることが前提になります。
◆利用対象者、利用期間・時間
　右表の通り
◆料金
　規定の時間に達するまでは、無料です。
◆利用の流れ
　❶申込書を地域福祉課または西根・安代各総合
支所に提出⇒❷審査・決定後、申請者に利用券を

子育て支援ヘルパーって？子育て支援ヘルパーって？

利用対象者 利用期間 利用限度
母子健康手帳交付
後の妊婦がいる家
庭

母子健康手帳交
付後から出産ま
で

24時間

１歳未満の乳児が
いる家庭

子が１歳になる
前日まで 24時間

３歳未満の２人以
上の多胎の子がい
る家庭または３歳
未満の子がいるひ
とり親の家庭

出産後３年まで

子が１歳になる前
日まで、１歳から２
歳になる前日まで、
２歳から３歳にな
る前日までの各１
年当たり24時間

※午前９時から午後５時まで（日曜、祝日、年末年始
を除　く）の間で、1時間単位で利用可能です。

◆子育て支援ヘルパーとは
　妊産婦の日常生活の負担や精神的
な不安を和らげるため、産前産後の時
期に自宅へ訪問し支援するものです。 詳しくはこちら
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

　インコと仲良くなりたい人、飼って
みたい人のために、インコを迎える準
備から毎日の世話のやり方、健康管
理、インコの気持ちまでをマンガと写
真でわかりやすく解説します。

◆新着ピックアップ
『インコがおうちにやってきた』

監修／海老沢 和荘、出版社／学研プラス

◆真夏の夜の朗読会をみんなで楽しみませんか
　市内で活動する読書ボランティアや市民有志によ
る朗読会を３年ぶりに開きます。朗読作品は、それ
ぞれ朗読者が自由に選んだ作品です。
　ぜひ聴きにきてください。
▶日時　８月26日㈮　午後６時半から８時まで
※終了時間は変更になる場合があります。
▶場所　西根地区市民センター大ホール
▶申し込み　不要 『さるじぞう』

大黒 みほ／再話　斎藤 隆夫／絵
出版社／あすなろ書房

　おもちを食べすぎて眠ってしまっ
たおじいさんをお地蔵さまと勘違い
したサル。山形県に伝わる民話の絵本
です。さるじぞうのお話は各地に残っ
ているので、読み比べも楽しめます。

図書館ＨＰはこちら﻿

書名 著者
マイクロスパイ・アンサンブル 伊坂 幸太郎
棘の家 中山 七里
天下を買った女 伊東 潤
宙ごはん 町田 そのこ

◆新着小説

博物館ＨＰはこちら﻿

展示資料紹介 「 玦
け つ じ ょ う

状耳飾り 」

　本館で常設展示中の「玦状耳飾り」（松尾地区・長
ちょうじゃ

者
屋
や し き

敷遺跡出土）を紹介します。
◆縄文時代のアクセサリー

玦状耳飾り　市蔵

　この玦状耳飾りは今から約5800年前の縄文時代
前期のもので長さ４㌢、幅３㌢、厚さ0.4㍉あり、
凝灰岩を加工して作られています。
　玦状耳飾りとは石で作られた縄文時代のアクセ
サリーの一種です。現在のピアスのように耳たぶに
穴を開けて、石の切れ込みのところから穴に通した
と考えられます。「玦状」とはドーナツの輪を少し切
ったC字状のような形のことで、古代中国のアクセ
サリーである玉

ぎ ょ く き

器の「玦
け つ

」に形状が似ているため玦
状と名付けられました。今から約8000年前の縄文時
代早期の終わりに作られ始め、縄文時代前期に全国
的に流行し、約4800年前の縄文時代中期のはじめま

で作られました。
◆特定の人物が身に着けたアクセサリー
　前述のように玦状耳飾りは縄文時代前期に流
行し全国的に分布していますが、１つの遺跡から
の出土数は必ずしも多くありません。長者屋敷遺
跡から出土した玦状耳飾りも写真のものも含め
3点のみです。そのた
め、誰もが身に着けて
いたものではなく、ム
ラのリーダーのよう
な特定の人物が身に
着けていたと考えら
れます。単に着飾るだ
けでなく、社会的身分
や役割を表す意味も
持っていたと推測さ
れます。

Vol.99

本
格
的
に
夏
山
を
楽
し
め

る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
７
月
１
日
に
は
岩
手
山
山

開
き
に
参
加
し
、
３
年
ぶ
り
に

実
施
さ
れ
た
記
念
登
山
に
同

行
。
神
事
を
行
っ
た
後
、
登
山

隊
と
と
も
に
山
頂
を
目
指
し
ま

し
た
。
道
中
に
は
コ
マ
ク
サ
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
高

山
植
物
が
植
生
し
て
い
て
楽
し

み
な
が
ら
登
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
山
頂
で
は
万
歳
三
唱
や

ピ
ッ
ケ
ル
交
換
を
す
る
な
ど
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が
、
あ

今月の担当

立川 達
た つ や

也 さん

い
に
く
の
天
候
で

景
色
が
見
れ
な

か
っ
た
の
で
、
天

気
の
い
い
日
に
再

挑
戦
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

協
力
隊
卒
業

後
、ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
く

た
め
に
、
八
幡
平
自
然
散
策
ガ

イ
ド
の
会
な
ど
に
同
行
し
、
市

の
歴
史
や
植
物
の
名
前
な
ど
勉

強
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
に
必
要
な
知
識
や
経
験
を
積

む
た
め
に
、
日
々
奮
闘
し
て
い

ま
す
。昨年

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
外
出

を
避
け
る
人
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
た
人
も
多
く
な

り
、
中
止
に
な
っ
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
も
再
開
さ
れ
始
め
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
四
季
を
感
じ
ら

れ
る
登
山
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
山
で
皆
さ
ん
の
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。

岩手山山頂で一緒に登った仲間
たちと万歳三唱

登
山
中
に
見
つ
け
た
高

山
植
物
の
コ
マ
ク
サ

Vol.68

ダンスサークルＤＥＮＤＯ

◎結成何年目？きっかけは？
　結成９年目です。昔、ダンスを習っていた人た
ちが、テレビなどでダンス競技の特集を見て、ま
た踊りたいと思い、以前から親交のあった熊谷幸
夫さんと田村美智子さんを講師に招き、社交ダン
スサークルを立ち上げました。
◎活動の内容は？
　新型コロナウイルス感染症の影響で練習の成
果を披露する場が減っていますが、現在はコミセ
ン ま つ り や ダ ン ス
パーティーなどに参
加するため、ワルツや
タンゴなど音楽に合
わせて、さまざまな種
類の踊りに取り組ん
でいます。 スローアウェイのポーズ

◎活動の魅力は？
　普段着ることのないようなきらびやかな衣装を
身に付けることで、ポジティブな気持ちになるこ
とが魅力です。イベントなどに参加することで、
同じ志を持った仲間との交流にもつながります。
　また、一生懸命練習したダンスを皆さんの前で
披露した時の達成感は格別です。
◎活動をして感じる効果は？
　音楽に合わせて体全体を使って踊るため、リズ
ム感や体幹を鍛えることができます。姿勢が良く
なり、ダイエット効果も期待できます。また、ペ
アを組んで踊るので、相手を思いやる気持ちなど
を育むこともできます。
◎活動日時・場所は？
　毎週火曜日午後１時から３時まで田頭コミュニ
ティセンターで練習しています。会員は随時募集
中なので、興味のある人は見学・体験にきてくだ
さい。一緒に踊りましょう。
■問い合わせ先　佐々木（☎ 76-3180）

メンバー8人（7月1日現在）
代表：佐々木 安芸子＝町組＝
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
6
9

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　

本
来
日
本
に
は
生
息
・
生
育
し
て
お

ら
ず
、
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
海
外
起

源
の
外
来
種
を
、外
来
生
物
と
い
い
ま
す
。

　

中
で
も
特
定
外
来
生
物
は
、
特
に
生

態
系
や
人
の
生
命
・
身
体
、
農
林
水
産

業
へ
被
害
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
飼
育
・
栽
培
・
保
管
・
運

搬
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
特
定
外
来

生
物
は
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
と
い
う

植
物
で
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
キ
ク
科

の
多
年
生
草
本
で
す
。
庭
な
ど
で
見
か

身
近
な
特
定
外
来
生
物
を

見
つ
け
た
と
き
の
対
処
法

飼
い
犬
、
猫
へ
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
装
着
が
一
部
義
務
化

け
た
ら
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
丁

寧
に
根
か
ら
引
き
抜
き（
少
し
で
も
根
を

　
動
物
愛
護
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
６

月
１
日
か
ら
、
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
な
ど（
以
下「
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
」）の
犬
猫
販
売
業
者
が
販
売
す
る
犬
猫

に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ（
以
下

「
チ
ッ
プ
」）の
装
着
と
所
有
者
情
報
登
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
情
報
登
録
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
同
日
以
降
に
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
犬
猫
を
購
入
し
た
飼
い
主

は
、指
定
登
録
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
る
登

録
情
報
を
自
ら
の
情
報
に
変
更
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
飼
っ
て
い
る
犬
猫
や
チ
ッ
プ

が
装
着
さ
れ
て
い
な
い
犬
猫
を
譲
り
受
け

た
場
合
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
装

着
・
登
録
す
る
と
迷
い
犬
・
猫
に
な
っ
た

場
合
に
解
決
の
手
助
け
と
な
る
た
め
、
登

録
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
チ
ッ
プ
の
装
着
は
獣

医
療
行
為
の
た
め
、
獣

医
師
な
ど
が
専
用
の
注

射
器
で
装
着
し
ま
す
。

詳しくはこちら﻿

市内で確認された特定外来
生物「オオハンゴンソウ」

残
す
と
再
生
す
る
た

め
）、
燃
え
る
ご
み
と

し
て
処
理
し
、
駆
除

し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
軽
く
中
を

す
す
い
で
集
積
所
に
搬
入
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
次
の
点
に
留
意
し
て
分
別
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
キ
ャ
ッ
プ
を
外
す　

②
容
易
に
外
せ
る
ラ
ベ
ル
は
は
が
す　

③
軽
く
水
で
す
す
ぐ

④
リ
サ
イ
ク
ル
専
用
指
定
袋
に
入
れ
る

（
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
は
燃
え
る
ゴ
ミ
へ
）

⑤
指
定
日
に
ご
み
集
積
所
へ

　
適
切
な
処
理
を
せ
ず
排
出
す
る
と
、
リ

詳しくはこちら﻿

サ
イ
ク
ル
可
能
な
も

の
も
焼
却
処
分
と

な
っ
て
し
ま
う
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

詳しくはこちら﻿

バスによる移動期日前投票所で投票する平舘高生

本市の投票率は50.64％
第26回参議院議員通常選挙の結果と投票率

　任期満了に伴う第26回参議院議員通常選挙は７月10
日、投・開票が行われ、岩手選挙区で広瀬めぐみ氏（自由
民主党）が264,422票を獲得し、初当選を果たしました。
　本市での得票数は、広瀬氏5,863票、木戸口英司氏

（立憲民主党）3,859票、白鳥顕志氏（参政党）452票、
大越裕子氏（無所属）241票、松田隆嗣氏（NHK党）218
票。投票日当日の有権者数（岩手選挙区）は2万1429
人で、投票率は50.64％と前回（令和元年参議院議員
通常選挙）の51.38％を0.74㌽下回りました。
　期日前投票者数は、4,855人（男2,264人、女2,591
人）、期日前投票率は22.61％で、前回の22.05％より
0.56㌽上回りました。
　市選挙管理委員会（澤口進委員長）は、投票箱や記
載台を積んだ大型バスで市内６カ所を巡回する移動
期日前投票所を７月６日に実施。移動期日前投票所
では90人が投票し、昨年の衆議院議員総選挙の105人
を15人下回りました。利用者は「車の免許を持ってい
ないので助かる」「歩いて行ける距離に投票所ができ
て嬉しい」と、笑顔で一票を投じていました。
　平舘高（北島亨校長、生徒151人）では、18歳以上の
選挙権のある生徒７人中４人が移動期日前投票所で投
票。若年層の政治離れが叫ばれている中で、選挙に関
心を持つことの大切さを再確認していました。

第16回市畜産共進会黒毛和種の部で
佐々木勝仁さんの「みくに」が名誉賞

（７月８日、市畜産共進会場）

平舘こども園の年長児16人が人権
の花を植え、思いやりの心を育む

（６月27日、平舘こども園園庭）

岩手警察署長感謝状が贈られた皆さん

地域安全を守る活動に尽力
岩手警察署長から警察協力者に感謝状を贈呈

　岩手警察署長感謝状贈呈式は７月１日、岩手警察
署で行われ、市交通指導隊西根地区隊、市防犯協会
西根支部・安代支部の３団体と同隊などに所属する
３人に感謝状が贈られました。
　感謝状は地域に密着した交通安全指導や防犯パト
ロールなどの活動が評価されたもので、同隊西根地
区隊に所属する安藤徹さん（写真右から2番目）＝共
新＝は「今後も子どもたちや高齢者の安全を守って
いきたい」と意気込みました。

市体育協会が４歳から６歳までの未
就学児を対象にキッズサッカー教室
を開催（6月19日、鬼清水球技場）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

県民体ラグビー（成年）競技で八幡平
クラブ（緑横縞）がＢブロックで優勝
を果たす（6月25日、市ラグビー場）

田頭小の４～６年生の児童28人が
３年ぶりに舘山陣太鼓を披露（7
月12日、むらさき苑）

犯罪や非行のない社会を目指し、岩
手地区保護司会が内閣総理大臣メッ
セージを手交（7月1日、市役所）

穴をあけ、ムラサキの苗を丁寧に植える生徒たち

紫根染めの伝統受け継ぐ
2年後の収穫を目指しムラサキを植え付け

　平舘高1年生52人は６月16日、魅力ある学校づく
りの一環で校章のモチーフになっている「ムラサキ」
を学校近くの裏山に植え付けました。
　この取り組みは14年前から始まり、育てたムラサ
キは卒業式で卒業生の胸を飾るコサージュを染める
ために使われます。
　植え付けを体験した遠藤玲

れ お

於さんは「入学してか
らムラサキを知った。平高の伝統を引き継ぐ活動に
参加できてよかった」と感想を述べました。

退任後も要望があれば相談に乗りたいと話す村瀬さん

相談者と同じ目線で対話
長年の人権擁護活動に法務大臣から感謝状

　退任人権擁護委員法務大臣感謝状贈呈式は７月12
日、市役所で行われ、村瀬誠さん＝柏台三丁目＝に盛
岡地方法務局長から感謝状が伝達されました。
　長野県出身で35歳の時に移住。民生委員なども務め、
平成22年から人権擁護委員に従事。相談者の目線で話
すことを心掛け、相談・啓発活動に取り組みました。
　村瀬さんは「最近はコロナの影響で思うような活
動はできなかったが、12年間自分なりに精一杯頑
張った」と充実感をにじませました。

採用担当者と進路担当者による情報交換

企業と学校が情報交換
生徒の進路指導に役立てる懇談会を開催

　市企業懇談会は6月30日、企業と生徒をつなぐ場
として市企業懇談会・市商工会工業部会・県内高等
学校との懇談会を開きました。
　市内16の企業と県内7校が参加。企業と生徒のミ
スマッチを防ぐため、採用条件や進路状況などの情
報を交換し合いました。
　岩手農協チキンフーズ㈱八幡平工場の伊藤耕太課
長代理は「高校生の進路状況を聞けるのはとても貴
重。人材発掘に役立っている」と期待を寄せました。

岩手山山頂で登頂を喜ぶ登山隊

　岩手山山開きは７月１日、岩手山焼走り国際交流
村で行われ、関係者50人が参加し、山の安全を祈願
しました。
　本年度は３年ぶりに登山隊を編成し登山を実施。吹
き出る汗を拭いながら歩みを進め、山頂で雫石町、滝
沢市の登山隊と喜びを分かち合いました。
　市山岳協会の髙橋時夫会長は「コマクサなども見
頃で、周辺市町とのピッケル交換も実施できた」と
交流と岩手山の恵みに感謝しました。

遊休農地解消へ現地確認
農地の日に合わせて農地パトロールを実施

　市農業委員会松尾地区調査会（古川美枝子地区長）
は７月15日、遊休農地の実態把握を目的に農地パト
ロールを行いました。
　開始に先立ち、古川地区長は「図面を参考に、実際に
現地を確認して実態把握に取り組みましょう」と挨拶、
地区内に点在する遊休農地の現地確認を行いました。
　農地利用最適化推進委員の小原ふく子さんは「条件
が悪く受け手が何年も見つからない農地もある。少し
でも解消できるよう取り組みたい」と力を込めました。 タブレットの図面情報を見ながら現地を確認する委員

緑豊かなふるさとを誓う
来年の全国植樹祭に向け機運を盛り上げる

みどりの誓いを宣誓する松尾中生徒

　陸前高田市で来年度行われる全国植樹祭の１年前
記念イベントは７月９日、県民の森で行われ、寄木小
児童による鼓笛隊演奏や記念植樹、大会テーマソング
の発表など、本番に向けて機運を盛り上げました。
　松尾中２年生の生徒14名は、大勢の招待者の前で

「森や自然を大切にする」とみどりの誓いを宣誓する
と、会場には大きな拍手が響き渡りました。
　全国植樹祭は昭和49年に当市の県民の森で行われ
ており、来年度の開催は本県では２回目となります。

自然の生態系を身近に感じられる
空間（ビオトープ）の環境整備を行う
（7月13日、寺田水環境保全協議会）

頂上で喜びを分かち合う
岩手山山開きを行い、３市町が山頂で交歓

平笠小の４年生３人が小屋の沢配水
池を見学し、水道水ができるまでを
学ぶ（６月24日、平笠小社会科見学）
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▪
編
集
後
記

▽
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、思
い
も
し
な
い
感
想
が
毎
回
。目
に

映
る
一
瞬
を
切
り
取
り
言
葉
に
す
る
瞬

発
力
や
表
現
の
み
ず
み
ず
し
さ
に
感
動

し
た
り
、言
葉
に
詰
ま
っ
た
り
、吹
き
出

し
た
り
。帰
宅
が
遅
い
日
が
数
日
続
い
た

先
日
、
子
ど
も
が
私
の
顔
を
見
て
一
言
。

「
久
し
ぶ
り
！
」　　
　
　
　
　
　
　
智〇　

▽
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
に
選
ば
れ
た
千
葉

彩
楓
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。３
年
ぶ
り

に
開
催
予
定
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に
向

け
、連
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
姿
は
、真

剣
そ
の
も
の
で
し
た
。生
で
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、今

回
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。� 

雅○

▪
編
集
後
記

▽
人
権
啓
発
活
動
の
取
材
で
平
舘
こ
ど

も
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。
人
が
嫌
が
る

「
チ
ク
チ
ク
こ
と
ば
」で
は
な
く
、「
ふ
わ

ふ
わ
こ
と
ば
」を
使
っ
て
ね
、
と
感
覚
的

に
呼
び
掛
け
。
園
児
に
聞
い
た
ら「
や
さ

し
い
ほ
う
が
い
い
っ
て
い
う
こ
と
だ
よ
」

と
理
解
し
た
様
子
。自
分
に
も
心
当
た
り

が
あ
り
、
胸
が
チ
ク
チ
ク
し
ま
し
た
。
智〇　

▽
中
総
体
を
取
材
し
ま
し
た
。
思
い
通

り
の
プ
レ
ー
が
で
き
た
子
、
そ
う
で
な

か
っ
た
子
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
戦
っ
て
い
る

姿
を
写
真
に
収
め
る
の
は
苦
労
し
ま
し

た
。
今
回
の
特
集
で
少
し
で
も
皆
さ
ん

に
子
ど
も
た
ち
の
熱
量
が
伝
わ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。�

 

雅○

木
目
の
美
し
さ
な
ど
木
製
製
品
の
良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い

昭和11年生まれ。妻と2人暮らし。尊敬す
る人は丈夫な体に産み、育ててくれた両
親。趣味はものづくりで何でも自分で作
る。休日は孫やひ孫に会いに行くことが
楽しみ。木地師として後継者の育成のた
め、コロナ前までは大学生などを指導。

ま
つ
お
・
き
よ
つ
ね
　
86
歳
　
＝
秋
葉
＝

松
尾　

清
常

安
代
最
後
の
木
地
師
　
く
る
み
か
ご
職
人

●104●108

【広　告】

採取から製作まで全ての作業を一人で行い、
一つ一つ丁寧に仕上げています

　
２
０
１
８
年
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
、
網あ

じ
ろ代
編
み
を
施

し
た
く
る
み
か
ご
バ
ッ
ク
を
提
供
し

て
い
る
松
尾
清
常
さ
ん
。「
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
技
術
で
作
っ
た
も
の

が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
。く
る
み

の
木
か
ら
皮
を
剥
ぎ
、
一
か
ら
手
作

り
し
た
も
の
な
の
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
化
学
製
品
に
負
け
な
い
良
さ

が
あ
る
」と
に
っ
こ
り
笑
う
。

　
60
年
前
か
ら
木
や
漆
を
使
っ
た
器

な
ど
身
の
回
り
も
の
を
自
分
で
作
っ

て
い
た
が
、
定
年
退
職
後
か
ら
木
地

師（
ろ
く
ろ
を
用
い
て
器
な
ど
の
木

工
品
を
製
造
す
る
職
人
）と
し
て
本

格
的
に
活
動
を
始
め
る
。
一
番
の
思

い
出
は
、
是
川
縄
文
の
里
整
備
事
業

に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、「
出
土
し
た
も

の
の
復
元
作
業
を
す
る
中
で
、
昔
の

人
の
技
術
の
高
さ
に
驚
い
た
」と
当

時
を
振
り
返
る
。
木
地
師
と
し
て
活

動
す
る
傍
ら
、
網あ

じ
ろ代

編
み
を
施
し
た

く
る
み
か
ご
バ
ッ
ク
製
作
に
長
年
取

り
組
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
質
の

高
さ
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
関
係
者
の

目
に
留
ま
り
、
返
礼
品
と
し
て
こ
れ

を
提
供
す
る
こ
と
に
。
技
術
の
高
さ

か
ら
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
く
、「
作
品
を
見

て
、
わ
ざ
わ
ざ
工
房
ま
で
遠
方
か
ら

訪
ね
て
く
る
人
も
あ
り
、
今
後
の
製

作
の
や
り
が
い
に
も
な
っ
て
い
る
」

と
感
謝
を
口
に
す
る
。

　
86
歳
と
な
っ
た
今
も
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
庭
の
草
取
り
を
す
る
な
ど
健
康

に
気
を
付
け
な
が
ら「
安
代
最
後
の

木
地
師
」と
し
て
木
地
の
製
作
を
続

け
る
。
伝
統
技
術
を
絶
や
さ
な
い
た

め
に「
情
熱
の
あ
る
若
者
に
技
術
を

引
き
継
い
で
い
き
た
い
」と
意
欲
を

燃
や
す
。


